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第
１
部
は
、
日
本
代
協
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
栗
山
氏
が

「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

コ
ロ
ナ
の
保
険
代
理
店
経

営
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
中
で
の
代

理
店
経
営
に
つ
い
て
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
視
点
か
ら
解
説
し
た
。

　
栗
山
氏
は
ま
ず
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
歴
史
学
者
で
あ
る
ユ

ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
氏

の
「
今
回
、
実
行
し
た
多
く

の
短
期
的
な
緊
急
措
置
は
、

嵐
が
去
っ
た
後
も
消
え
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
」
「
緊
急

時
に
は
歴
史
的
な
決
断
で
も

あ
っ
と
い
う
間
に
決
ま
る
。

平
時
に
は
何
年
も
か
け
て
検

討
す
る
よ
う
な
決
断
が
ほ
ん

の
数
時
間
で
下
さ
れ
る
」

（
日
経
３
月
31
日
朝
刊
）
と

い
っ
た
言
葉
を
引
用
し
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
ま
さ
に

日
本
の
保
険
業
界
で
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
次
々
と
起
こ

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
Ｄ
Ｘ
の
進
展
が
も
た
ら
す

社
会
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０

（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）
」
に

至
る
ま
で
の
歴
史
的
変
遷
を

説
明
。
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」
で
は
現
実
の
世
界

（
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
）
と
ネ

ッ
ト
の
世
界
（
サ
イ
バ
ー
空

間
）
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
網

羅
的
に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
生
ま

れ
、
そ
れ
を
Ａ
Ｉ
が
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

と
は
全
く
異
な
る
新
た
な
付

加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　
次
に
、
保
険
会
社
の
経
営

と
代
理
店
の
経
営
に
関
す
る

歴
史
的
変
遷
を
振
り
返
り
、

現
在
の
代
理
店
経
営
に
お
け

る
三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
と
し

て
、
①
保
険
業
法
の
改
正
に

よ
る
新
し
い
保
険
募
集
ル
ー

ル
②
顧
客
本
位
の
業
務
運
営

③
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
―
を
挙
げ

た
。

　
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

代
理
店
経
営
に
は
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
導
入
と
デ
ジ
タ
ル
面

談
・
オ
ン
ラ
イ
ン
募
集
へ
の

備
え
は
必
須
だ
と
強
調
。
テ

レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
コ
ス

ト
や
生
産
性
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
代
理
店
ご
と
の

実
情
を
踏
ま
え
て
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
推
奨
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
面
談
・
オ
ン
ラ

イ
ン
募
集
に
関
し
て
は
、
顧

客
本
位
の
業
務
運
営
に
お
け

る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

競
い
合
い
の
枠
組
み
の
中
で

捉
え
る
べ
き
で
、
他
の
代
理

店
と
差
別
化
を
図
る
手
法
に

な
る
と
述
べ
た
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
代
理

店
経
営
で
は
、
今
ま
さ
に
Ｄ

Ｘ
が
加
速
度
的
に
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
、
積
極

的
な
Ｉ
Ｔ
投
資
を
検
討
し
て

い
く
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　
栗
山
氏
は
、
「
Ｄ
Ｘ
に
よ

っ
て
代
理
店
経
営
は
根
本
的

に
変
わ
り
、
体
制
整
備
義
務

は
よ
り
複
雑
化
、
高
度
化
す

る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
顧
客

本
位
の
業
務
運
営
の
下
で
代

理
店
同
士
の
競
争
も
よ
り
激

し
く
な
る
」
と
語
っ
た
。

　
第
２
部
は
、
ソ
シ
オ
・
ダ

イ
バ
シ
テ
ィ
代
理
店
営
業
部

部
長
の
波
木
井
圭
氏
が
「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
顧
客
管
理

ツ
ー
ル
を
考
え
る
」
と
題

し
、
同
社
が
提
供
す
る
「
保

険
Ｖ
Ｏ
Ｓ
」
の
機
能
の
特
徴

と
活
用
方
法
を
解
説
し
た
。

　「
保
険
Ｖ
Ｏ
Ｓ
」
は
、

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
オ
フ

ィ
ス
の
よ
う
に
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
下
、
代
理
店
の
業
務

を
一
元
管
理
し
、
社
内
外
問

わ
ず
同
様
の
業
務
を
可
能
に

す
る
た
め
に
開
発
し
た
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
、
顧
客
管

理
、
営
業
支
援
、
社
内
情
報

共
有
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ
連
携
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）
な
ど
の
機
能
を
備

え
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
顧
客
管
理

機
能
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
共
同
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
と
の
連
携
に
よ

り
顧
客
情
報
や
契
約
情
報
を

取
得
し
、
シ
ス
テ
ム
内
で
保

険
加
入
状
況
や
対
応
履
歴
、

契
約
情
報
、
電
子
フ
ァ
イ

ル
、
世
帯
情
報
、
紹
介
元
、

勤
務
先
情
報
な
ど
が
一
元
管

理
で
き
る
と
し
た
。

　
営
業
支
援
機
能
は
、
各
種

営
業
リ
ス
ト
（
ク
ロ
ス
セ
ル

用
リ
ス
ト
な
ど
）
が
即
座
に

抽
出
で
き
る
他
、
抽
出
し
た

リ
ス
ト
の
宛
名
印
刷
も
連
動

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
務

員
の
業
務
効
率
の
向
上
も
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、

「
昨
年
ま
で
は
体
制
整
備
を

目
的
に
導
入
す
る
代
理
店
が

多
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
営
業
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う

代
理
店
が
増
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
非
対
面
営
業
で
も
活
用
で

き
る
オ
フ
ィ
ス
電
話
と
の
連

携
機
能
は
、
顧
客
か
ら
会
社

に
電
話
が
入
る
と
パ
ソ
コ
ン

上
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
通
知

さ
れ
、
そ
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

上
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
該
当
の
顧
客
情
報
シ
ー

ト
が
表
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
電
話
受
発
信
の
記
録
や

通
話
録
音
が
残
る
と
し
て
、

そ
の
デ
モ
を
披
露
し
た
。
そ

の
上
で
、
「
通
話
の
エ
ビ
デ

ン
ス
が
残
る
こ
と
で
〝
言
っ

た
言
わ
な
い
〟
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
回
避
で
き
る
。
ま

た
、
通
話
記
録
を
社
内
共
有

す
る
こ
と
で
営
業
ス
キ
ル
や

顧
客
満
足
度
、
業
績
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
可
能
だ
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　
最
後
に
波
木
井
氏
は
、

「
保
険
Ｖ
Ｏ
Ｓ
」
を
導
入
し

て
い
た
こ
と
で
災
害
時
も
ス

ム
ー
ズ
に
顧
客
対
応
が
で
き

た
沖
縄
県
の
代
理
店
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
「
保
険
Ｖ

Ｏ
Ｓ
」
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
な

る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

　
第
３
部
は
、
ア
イ
リ
ッ
ク

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

部
長
の
青
山
英
一
氏
が
「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
顧
客
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応
　
オ

ン
ラ
イ
ン
商
談
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化

推
進
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
社

が
独
自
開
発
し
た
生
保
販
売

シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｓ
―
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
の
デ
モ
を
行
う
と
と

も
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
の
活
用

に
よ
る
集
客
方
法
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

　
デ
モ
で
は
、
「
医
療
保
険

を
選
び
た
い
が
保
険
料
は
抑

え
た
い
」
「
３
大
疾
病
も
気

に
な
る
」
と
い
っ
た
意
向
を

持
つ
女
性
顧
客
を
設
定
。
そ

の
顧
客
に
対
し
、
入
院
日
額

や
支
払
い
形
態
な
ど
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
上
で
、
「
Ａ
Ｓ

―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
で
検
索
さ
れ
た

保
険
商
品
や
、
検
索
さ
れ
た

商
品
に
３
大
疾
病
の
保
障
を

追
加
し
た
場
合
の
違
い
、
そ

の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
複
数
社
の
商
品
の
比
較
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
終
身
払
い
と
65
歳

払
い
の
支
払
い
保
険
料
の
総

額
も
比
較
し
、
「
終
身
払
い

を
選
択
す
る
と
、
顧
客
が
85

歳
の
時
に
65
歳
払
い
の
払
い

込
み
終
了
時
の
総
額
と
逆
転

す
る
。
直
近
の
簡
易
生
命
表

で
は
女
性
が
90
歳
ま
で
生
き

る
確
率
は
50
％
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、
た

だ
単
に
月
払
い
が
安
い
か
ら

保
険
料
が
抑
え
ら
れ
る
と
は

限
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
他
、
「
Ａ
Ｓ
―
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
上
で
設
計
し
た
情
報
を

各
生
保
社
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー

タ
連
携
し
、
申
込
書
作
成
ま

で
で
き
る
こ
と
、
推
奨
商
品

プ
ラ
ン
に
よ
り
性
別
・
年
齢

に
応
じ
た
見
積
り
を
瞬
時
に

表
示
で
き
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　
青
山
氏
は
、
「
Ａ
Ｓ
―
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

で
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
顧
客
の
納
得
感
が
高
い

こ
と
、
商
品
決
定
ま
で
の
ス

ピ
ー
ド
が
早
い
こ
と
、
業
績

向
上
や
営
業
コ
ス
ト
の
削
減

（
交
通
費
な
ど
）
、
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
ま
で
の
時
間
短
縮
な

ど
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
た
。
ま
た
、
同
社
で
は
20

～
30
代
の
顧
客
や
地
方
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
が
増
え

て
い
る
と
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
よ

る
集
客
は
、
同
社
も
代
理
店

で
あ
り
、
保
険
販
売
や
顧
客

行
動
の
流
れ
が
分
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ペ
ー
ジ
の
誘

導
策
、
分
析
、
保
険
会
社
と

の
シ
ス
テ
ム
連
携
な
ど
も
全

て
完
結
で
き
る
こ
と
が
強
み

だ
と
し
、
「
当
社
が
支
援
し

た
代
理
店
は
平
均
３
倍
以
上

の
集
客
が
実
現
し
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。

　
第
４
部
は
、
第
一
生
命
代

理
店
業
務
部
部
長
の
鈴
木
祥

男
氏
と
、
ネ
オ
フ
ァ
ー
ス
ト

生
命
ニ
ュ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開

発
部
長
の
上
村
真
一
氏
が

「
第
一
生
命
グ
ル
ー
プ
の
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
／
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ

ナ
時
代
に
お
け
る
保
険
代
理

店
へ
の
取
組
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
第
一
生
命
グ

ル
ー
プ
の
中
期
経
営
計
画

「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２
０
２

０
」
に
触
れ
た
上
で
、
国
内

生
保
事
業
は
３
ブ
ラ
ン
ド
体

制
（
第
一
生
命
、
第
一
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
生
命
、
ネ
オ
フ
ァ

ー
ス
ト
生
命
）
と
す
る
こ
と

で
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
体
制

を
構
築
し
て
い
る
こ
と
、
営

業
職
員
チ
ャ
ネ
ル
の
強
化
と

代
理
店
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
に

よ
る
マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル
化
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
た
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

代
理
店
向
け
の
取
り
組
み

は
、
郵
送
に
よ
る
募
集
取
り

扱
い
の
範
囲
拡
大
や
各
種
手

続
き
の
ウ
ェ
ブ
ダ
イ
レ
ク
ト

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
リ
の
導
入
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
と
し
、
「
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
は

デ
ジ
タ
ル
・
リ
モ
ー
ト
の
標

準
化
や
顧
客
行
動
・
マ
イ
ン

ド
の
変
化
が
さ
ら
に
進
む
だ

ろ
う
。
第
一
生
命
グ
ル
ー
プ

は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に

お
い
て
も
代
理
店
に
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
募
集
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
健
康
増
進
を
よ

り
前
面
に
出
し
た
訴
求
力
の

あ
る
商
品
提
供
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
上
村
氏
は
、
同
社
が
代
理

店
に
提
供
で
き
る
販
売
ス
キ

ー
ム
を
解
説
。
設
計
書
や
申

込
書
の
作
成
な
ど
を
支
援
す

る
対
面
営
業
ツ
ー
ル
に
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
シ
ス
テ
ム
と

し
て
即
時
査
定
や
複
数
商
品

の
同
時
申
し
込
み
（
専
用
設

計
書
あ
り
）
機
能
も
用
意
し

て
い
る
と
し
、
「
多
く
の
保

険
代
理
店
か
ら
利
便
性
が
高

い
と
し
て
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
全
商
品
の
ウ
ェ
ブ

面
談
に
よ
る
郵
送
手
続
き
を

可
能
に
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ

上
で
の
手
続
き
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
ス
キ
ー
ム
は
、
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
ペ
ー
ジ
で
商
品
説
明
な

ど
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
顧
客

が
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
申
し
込
み
手
続
き
が
完
結

で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と

を
説
明
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新

し
い
生
活
様
式
な
ど
も
相
ま

っ
て
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
社
会

が
進
展
し
て
い
く
中
で
、
こ

う
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
を
絡
め

た
募
集
ス
キ
ー
ム
の
活
用
の

必
要
性
を
呼
び
掛
け
た
。

栗
山
氏「
積
極
的
な
Ｉ
Ｔ
投
資
を
」

波
木
井
氏

鈴
木
氏

栗
山
氏

青
山
氏

上
村
氏

代
理
店
向
け
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ウ
ィ
ズ・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
経
営
テ
ー
マ
に

　
保
険
毎
日
新
聞
社
、
ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
シ
オ
・
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
、
第
一
生
命
グ
ル
ー

プ
（
第
一
生
命
、
ネ
オ
フ
ァ
ー
ス
ト
生
命
）
は
10
月
20
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
代
理
店
向
け
ウ
ェ
ブ
セ
ミ

ナ
ー
「
保
険
販
売
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
～
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
保
険
代
理
店
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
～
」
を
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
代
理
店
は
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
保
険
相
談
が
普

及
を
み
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
代
理
店
経
営
の
在
り
方
は
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
代
協
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
栗
山
泰
史
氏
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
代
理
店
経

営
の
在
り
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
非
対
面
募
集
の
効
率
的
な
顧
客
管
理
や
オ
ン
ラ
イ
ン
保
険
相
談

の
実
例
、
代
理
店
チ
ャ
ネ
ル
向
け
の
保
険
商
品
な
ど
を
紹
介
し
た
。
な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
は
22
日
に
も
同
様

の
内
容
（
基
調
講
演
は
な
し
）
で
実
施
し
、
２
日
間
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
が
視
聴
し
た
。

保険毎日新聞社、アイリックコーポレーション、
ソシオ・ダイバシティ、第一生命グループ


